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秋田公立美術大学大学院履修規程

平成29年４月１日

規 程 第 ５ 号

（趣旨）

第１条 この規程は、秋田公立美術大学大学院学則（公立大学法人秋田公

立美術大学規程第５号。以下「大学院学則」という。）第18条第３項の

規定に基づき、秋田公立美術大学大学院（以下「本学大学院」とい

う。）の授業科目の種類、配当年次、履修方法、学生が修得すべき単位

数等に関し必要な事項を定めるものとする。

（授業科目等）

第２条 本学大学院で開講する授業科目の科目区分、名称、単位数、配当

年次および修得すべき単位数は、別表１のとおりとする。

（履修登録）

第３条 学生は、履修しようとする授業科目について、学期ごとに授業科

目の登録（以下「履修登録」という。）を行わなければならない。

２ 履修登録は、指定の履修登録の期間内に履修登録票を事務局に提出す

ることにより行うものとする。

３ 前項の規定により行った履修登録は、指定の履修登録の変更期間内に

限り変更し、又は取り消すことができる。

（履修制限）

第４条 学生は、次に該当する授業科目は、履修することができない。た

だし、学長が特に必要があると認める場合は、この限りではない。

(1) 履修登録をしていない授業科目

(2) 授業時間が重複する授業科目

(3) 在学している年次よりも上級の年次に配当されている授業科目

(4) 既に単位を修得した授業科目

２ 学長は、次の各号のいずれかに該当するときは、履修登録において必

要な制限を設けることができる。
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(1) 本学の教育目的および教育課程編成の趣旨を実現するため、特定の

学生に対し授業科目を指定することが必要であると認められるとき。

(2) 特定の授業科目に履修希望者が集中するおそれのあるとき。

（再履修）

第５条 学生は、単位の修得が認められなかった授業科目について、再履

修をすることができる。

２ 前項の場合において、当該科目の成績の評価は、再履修時の評価をも

って充てる。

（試験）

第６条 定期試験は、授業科目を担当する教員（以下「担当教員」とい

う。）が、その授業の開講期間の末に期日を定めて行う。ただし、担当

教員が必要と認めるときは、随時に試験を行うことができる。

２ 前項の規定による試験は、筆記、レポート提出、作品提出等の方法に

より行う。

（成績評価）

第７条 授業科目の成績の評価（以下「成績評価」という。）は、各担当

教員が試験の成績、平常の成績、出欠状況等を総合して評点を付するこ

とにより行うものとする。

２ 成績評価は、次の表に掲げる基準により決定し、秀、優、良および可

を合格として所定の単位を与えるものとする。

評価 評点区分 判定

秀 100点～90点

優 89点～80点 合格

良 79点～70点

可 69点～60点

不可 60点未満 不合格

３ 前２項の規定にかかわらず、学長が特に必要があると認める授業科目

においては、評点を付さずに、合又は否をもって成績評価を行い、合を

合格として所定の単位を与えることができる。
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（総合成績評価）

第８条 成績評価に対し、次の表のとおり評価点（以下「ＧＰ」とい

う。）を設定し、履修した授業科目の評価点の平均（以下「ＧＰＡ」と

いう。）を算出することにより総合成績評価を行うものとする。

評価 ＧＰ

秀 4.00

優 3.00

良 2.00

可 1.00

不可 0.00

２ ＧＰＡは、学期ごとに算出する学期ＧＰＡと在学中の各学期を通算し

て算出する通算ＧＰＡとに区分し、それぞれ次の計算式により算出する。

この場合において、小数点第３位以下は切り捨てるものとする。

（履修登録をした授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和

（履修登録をした授業科目の単位数）の総和

３ 次の各号のいずれかに該当する授業科目は、ＧＰＡの計算に含めない。

(1) 合又は否によって評価する授業科目

(2) 大学院学則第24条および第25条に定める他の大学院で修得した単位

認定科目

(3) 大学院学則第26条に定める本学への入学前に修得した単位認定科目

（追試験）

第９条 病気その他の別に定める理由により定期試験を受験することがで

きなかった学生に対しては、本人の願い出により追試験を行うことがで

きる。

２ 前項の規定により追試験を受験しようとする学生は、当該定期試験の

あった日の翌日から起算して１週間以内に別に定める追試験願を担当教

員に提出しなければならない。この場合において、担当教員が必要と認
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めるときは、医師の診断書その他の必要な証明書類を提出しなければな

らない。

３ 追試験の実施日時、試験方法等は、担当教員が別に定める。

（再試験）

第10条 定期試験の結果、授業科目の成績が不合格となった学生が再試験

を願い出、担当教員がその必要があると認めるときは、１回に限り再試

験を行うことができる。

２ 前項の場合において、再試験を受験しようとする学生は、担当教員が

指定する期日までに所定の再試験願を当該担当教員に提出しなければな

らない。

３ 再試験の実施日時、試験方法等は、担当教員が別に定める。

４ 第７条第２項の規定に関わらず、再試験に基づく成績評価は、60点以

上の評点を可とし、60点未満の評点を不可とする。

（不正行為）

第11条 試験において不正行為を行った学生については、当該不正行為の

あった学期に履修した全ての授業科目の評価を不可とする。

（修了要件）

第12条 本学大学院を修了するためには、別表１に定めるところにより、

全ての必修科目を含み30単位以上を修得しなければならない。

（委任）

第13条 この規程に定めるもののほか、授業科目の履修方法等に関し必要

な事項は、学長が別に定める。

附 則

この規程は、平成29年４月１日から施行する。
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別表１（第２条関係）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

スタートアップ 2 1前

小計(１科目) 2 0 0

複合芸術論 2 1前

複合芸術応用論Ａ 2 1後

複合芸術応用論Ｂ 2 1後

複合芸術応用論Ｃ 2 1後

小計(４科目) 2 6 0

複合芸術演習 8 1前

小計(１科目) 8 0 0

複合芸術実習Ⅰ 2 1後

複合芸術実習Ⅱ 2 1後

複合芸術実習Ⅲ 2 2前

小計(３科目) 6 0 0

制作技術実習Ａ1 1 1通

制作技術実習Ａ2 1 2通

制作技術実習Ｂ1 1 1通

制作技術実習Ｂ2 1 2通

制作技術実習Ｃ1 1 1通

制作技術実習Ｃ2 1 2通

制作技術実習Ｄ1 1 1通

制作技術実習Ｄ2 1 2通

制作技術実習Ｅ1 1 1通

制作技術実習Ｅ2 1 2通

小計(10科目) 0 10 0

単位数

複
合
芸
術
科
目

導
入
科
目

修得すべき
単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

複
合
芸
術
演
習
科
目

配
当
年
次

複合芸術応用論
（計３科目）から
４単位（２科目）
以上を選択

制作技術実習中
（A1とA2）、
（B1とB2）、
（C1とC2）、
（D1とD2）、
（E1とE2）
の５通りから１
つ２単位（２科
目）を選択する

制
作
技
術
実
習
科
目

複
合
芸
術
実
習
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

単位数

修得すべき
単位数

授業科目の名称

科
目
区
分

配
当
年
次

特別研究Ⅰ 2 1通

特別研究Ⅱ 4 2通

小計(２科目) 6 0 0

24 16 0
必修科目と選択
科目を合わせて
30単位以上

合計（21科目）

備考１：修了要件
　導入科目２単位、複合芸術科目から６単位以上(必修２単位を含む)、複合芸術演習８単位、複合
　芸術実習科目６単位、制作技術実習科目から２単位以上、特別研究を６単位、合計30単位以上
　修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で、「修士論文」又は「修士制作及び修士制作報告書」
　の審査及び最終試験に合格すること。

備考２：配当年次欄において「前」は前期、「後」は後期、「通」は通年で開講されるものを表す。
　　　　　(例)「1後」…１年次の学生に配当されている授業科目で、後期に開講されるもの。

特
別
研
究
科
目
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